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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（１番目及び２番目の○）
個人情報保護法は相当前に成立しているが、その後、平成28年にガイドラインが策定された。
（４番目の○）
働き方改革関連法については８本の法律を一括改正するものだが、その中に労働安全衛生法も含まれている。
（３番目及び５番目の○）
平成30年９月に策定した指針は、平成29年５月に発出した通知を包含する内容となっており（指針の中に、通知の内容が含まれているイメージ）、基本的な考え方は変わらない。
（６番目の○）
指針においては、事業者が取扱規程を策定することとなっているが、これを具体的にするため、手引きを策定
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
働き方改革関連法のうち、労働安全衛生法改正に当たって洗い出された問題点
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
“労働者の健康の確保に必要な範囲内で取り扱う”　→　人事上の不利益な取扱いはしない

（参考条文）
安衛法
（心身の状態に関する情報の取扱い）
第104条　事業者は、この法律又はこれに基づく命令の規定による措置の実施に関し、労働者の心身の状態に関する情報を収集し、保管し、又は使用するに当たっては、労働者の健康の確保に必要な範囲内で労働者の心身の状態に関する情報を収集し、並びに当該収集の目的の範囲内でこれを保管し、及び使用しなければならない。ただし、本人の同意がある場合その他正当な事由がある場合は、この限りではない。
２　事業者は、労働者の心身の状態に関する情報を適正に管理するために必要な措置を講じなければならない。
３　厚生労働大臣は、前二項の規定により事業者が講ずべき措置の適切かつ有効な実施を図るため必要な指針を公表するものとする。
４　厚生労働大臣は、前項の指針を公表した場合において必要があると認めるときは、事業者又はその団体に対し、当該指針に関し必要な指導等を行うことができる。


HEEDLEDIRREICET B IFEHRDIBIELR

HIRWDIEH(CERED GBI NSHHE(CEIT Diait

<t5#tDHE>

OFBEN. FRRGIFNERFHEVITRERCIEGL RIDLTERES(C LS
BEHERFEZIToNELIIZT S,

OFFEN. LEGRBEMELTC. ZBEOREEREEZT2ICITAHKIITT S,

<EHDOKRLAE>

ANEF
DEBREFEESICROSELENEERYIESE -
cr N TCEHEEFRITTEEICEELI-L TREF @ a=
AN OBBREEEEACESIEEENEERYRSL O
= NTELEVMERBERIE. AAREZF/-LTRF \A%y," SRR ‘9‘9@1%0)1%)
)
B uzng:ia\r@a%&ml - =
EERELM . - o ) .
E - (FEEORRBERENR) HFEEEDRS -2

g) a BEREAR O B Tl
EEE W emzmnss RIFHE A

FEBCLOMRRREOET - AA-EAIZEY, BEORF—LERE .



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指針の目的は記載のとおりだが、健康情報を厳格に管理してほしいということではなく、しっかり活用してほしいとの意識。

ポイント：
・事業者が直接取り扱うことができる健康情報を「労働者に周知」することが重要。安心して労働者が相談することができるようにすること。どの情報が事業者にわたるのか整理する必要がある。
・多数の情報を整理し、安心して相談できる環境を整えるよう、事業場ごとに判断していただきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年度厚生労働省委託事業（受託者：みずほ情報総研株式会社）で実施
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手引きにおいては、「心身の状態に関する情報」では読みづらいので、手引きでは「健康情報等」と整理

（参考）
労働安全衛生法
（心身の状態に関する情報の取扱い）
第104条　事業者は、この法律又はこれに基づく命令の規定による措置の実施に関し、労働者の心身の状態に関する情報を収集し、保管し、又は使用するに当たっては、労働者の健康の確保に必要な範囲内で労働者の心身の状態に関する情報を収集し、並びに当該収集の目的の範囲内でこれを保管し、及び使用しなければならない。ただし、本人の同意がある場合その他正当な事由がある場合は、この限りでない。　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）
労働安全衛生規則
（関係労働者の意見聴取）
第２３条の２　委員会を設けている事業者以外の事業者は、安全又は衛生に関する事項について、関係労働者の意見を聴くための機会を設けるようにしなければならない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
安全配慮義務の関係条文
労働契約法

（労働者の安全への配慮）
第５条　使用者は、労働契約に伴い、労働者がその生命、身体等の安全を確保しつつ労働することができるよう、必要な配慮をするものとする。


HRFRIZ(CTESDH DNEEIR
(2) ERFHFZEHDRDS HRVEDHERLO CHD RS ERIFHZFOEEEO

BEEREERYIRSE B P
ASICEL TEEDEREEOE e
i EEE (EE-ET) . R B, G EE
ERRERDBUSD = BAKES (BLELRES)
EEEEE SHEEADTEE
ABE DB L= AEHFADE LN OB LS

BRI REENFICIESTFMEFHY (FLE, RBBESF)

SFHEBEFBNRSNTUOEGMEERBRREIRE (L. BILFEIELGE T
EIEICDODWTHYROHLAZENEFZLWN (BN EL4ESEA)

11


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この区分は、あくまでも例として示しているもの（労使で話し合い、定めるもの）

（参考）
手引きの雛型（P３０）の第４条第４項で「別表３に定めた権限を越えて・・」とあるのは、「別表４に定めた権限を越えて・・」の誤りである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらも、あくまで例として示したもの。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここに示されているのは例であるが、◎の部分は動かせない（変更できない）ところ。
○としているのは、立場上、一般的には扱う必要があるのではないかとの判断。
事業場ごとに定めていただきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、個人情報保護法に沿った整理。通知方法は、ガイドラインに示されている考え方を踏襲している。


HURFRIZ(CTESDH DNEEIR

(3) ERBHRFZIMDRS BHNFEDEMSERVOARADRERES
(%) AADORERRFICEIT HEANEFRREEEREX

Ol NIFERRiEE SFE165KFE11H

BANERIIREEEIL. HoNLORADRIEZSLELT, BIED
MEICLVFEESN-FIAEMOERIZHELREGFEEZBZ T, BEAANEF
EEYIKR-HOTIEESAELY,

OB ANIBEHRREEH A1

[RANDREIEE. RADENFEHRD . BEANFHRREEREICELS
TCHRSNTEEIRAETRYRNONOCLZEKETHIEDHZAADE
:L.\%E_Fél/\jo

FE I RANDREZRF (D) 1EIF. ARANDEGFEITIEDEERRTZE
LSENEHRREERENTH I LA L2V, FXOHEHERUE
ANBHROEFRTIZKRLC . KRADREICRIFIEEITOHITHEL
EZbNAHEEMN DBEUGHEICELLETNITGELELY,

16



HURFRIZ(CTESDH DNEEIR

(3) ERIFHFZHDRS BNSEDEMGERVOAEADREES
(%) AANORENFICET HEANFREREEEREX

Ol NiEHIREZE F175K5%218
EABRRBEEE L, RI=IBFBBEERATL. BONLHANDAEEEHN T, EREEA S

ZHRRLTIIELAL,
(1)ESICEDGGEE
) ANDEE, BARXTHEDREDE=DICLENHDSZETHOT. AANDEBEEFIENRHETHD

&S,
R ARFEDHEXIIREDRELGERDHEED-DITHITBLENHLIEETHOT. AANDREZHF

HLELWHBTHSEE,
(LITHR)
OB NIBEHRZREEZNAFTA
ERREBEANGFREIEGITIEEIZIE. HONCORANDREZHFETNITESLEL, =1L kO (1) i

(7)ETIZHBITAEEIZDOWTIE. AADEEFFLILE(LLL,

(1) DEH: FENEHREIRBEEN. TELEEEECEDTERZMZERL. ChICKYKEEDS
KRR, TR, BEFDOERTREREZHEEHEENCIET H5E

(2)DEH: RIRTOMOZENELZEZIC. ARANDFEEEZXEMOCFEMARENGITERT 5156

(B)DEH: BRAKRBEFORKREZFNE R I HERZHFOR/RHALILREBFITONT, EEIE
EREDIEZECRESZONROALZEMELTEZHAEFOLOIRMEZZTTRETI 4158

17




HURFRIZ(CTESDH DNEEIR

(4) ERIFHFDEIEEEDGIE
BEFHREDSL, BAT—2BAT—IN—RELERT HEAE

H)ICEALTIEXBEIEICEET SLENDH D,

v [BHROEEMEZERT H_E
vV FALVEE - WTAFHILED=ODORGHEIBHEERSZE
%Eim%ﬁ%iLt%é@ﬁ%@%ﬁ%ib%xw%%ﬁf
=2 4o
v FIBRTLIUBENGLG-IEHmEEET AL
BEBREOPRIZE., FERLEHELEERERICLY REFLR
NEHLNTWEEDNH B EIZEE,

B) ainfERZE A0FERRTE

18


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでの「個人データ」とは、個人情報保護法第２条第６項に規定される個人データを指す（個人情報保護法第２条第６項　この法律において「個人データ」とは、個人情報データベース等を構成する個人情報をいう。）
「個人情報データベース等」とは、特定の個人情報をコンピュータを用いて検索することができるように体系的に構成した、個人情報を含む情報の集合物をいう（ただし、利用方法からみて個人の権利利益を侵害するおそれが少ない市販の電話帳、住宅地図、職員録などは除かれる）

個人情報保護法第19条　個人情報取扱事業者は、利用目的の達成に必要な範囲内において、個人データを正確かつ最新の内容に保つとともに、利用する必要がなくなったときは、当該個人データを遅滞なく消去するよう努めなければならない。
（ガイドラインにおいて、情報の消去に関しては、法令の定めにより保存期間等が定められている場合は、この限りではない（消去するよう努める必要はない）ことが記載されている）

適正管理については、企業の実情に応じてその運用の一部または全部を本社で一括して行うことも考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）個人情報保護法第28条
１　本人は、個人情報取扱事業者に対し、当該本人が識別される保有個人データの開示を請求することができる。
２　個人情報取扱事業者は、前項の規定による請求を受けたときは、本人に対し、政令で定める方法により、遅滞なく、当該保有個人データを開示しなければならない。ただし、開示することにより次の各号のいずれかに該当する場合は、その全部又は一部を開示しないことができる。
（１）本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合
（２）当該個人情報取扱事業者の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合
（３）他の法令に違反することとなる場合
３　個人情報取扱事業者は、第１項の規定による請求に係る保有個人データの全部又は一部について開示しない旨の決定をしたとき又は当該保有個人データが存在しないときには、本人に対し、遅滞なく、その旨を通知しなければならない。
（４　略）

政令第９条
　法第28条第２項の政令で定める方法は、書面の交付による方法（開示の請求を行った者が同意した方法があるときは、当該方法）とする。

ガイドライン（不開示とする際の事例）
（１）医療機関等において、病名等を患者に開示することにより、患者本人の心身状況を悪化させるおそれがある場合
（２）同一の本人から複雑な対応を要する同一内容について繰り返し開示の請求があり、事実上問い合わせ窓口が占有されることによって他の問い合わせ対応業務が立ち行かなくなる等、業務上著しい支障を及ぼすおそれがある場合

個人情報保護法第29条
１　本人は、個人情報取扱事業者に対し、当該本人が識別される保有個人データの内容が事実でないときは、当該保有個人データの内容の訂正、追加又は削除を請求することができる。
２　個人情報取扱事業者は、前項の規定による請求を受けた場合には、その内容の訂正等に関して他の法令の規定により特別の手続が定められている場合を除き、利用目的の達成に必要な範囲内において、遅滞なく必要な調査を行い、その結果に基づき、当該保有個人データの内容の訂正等を行わなければならない。
３　個人情報取扱事業者は、第１項の規定による請求に係る保有個人データの内容の全部若しくは一部について訂正等を行ったとき、又は訂正等を行わない旨の決定をしたときは、本人に対し、遅滞なく、その旨を通知しなければならない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）
個人情報保護法第23条
１　個人情報取扱事業者は、次に掲げる場合を除くほか、あらかじめ本人の同意を得ないで、個人データを第三者に提供してはならない。
（１）法令に基づく場合
（２）人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
（３）公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
（４）国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

ガイドライン
【第三者提供とされる事例】
事例１）親子兄弟会社、グループ会社の間で個人データを交換する場合
事例２）フランチャイズ組織の本部と加盟店の間で個人データを交換する場合
事例３）同業者間で、特定の個人データを交換する場合

【第三者提供とされない事例】
事例）　同一事業者内で他部門へ個人データを提供する場合
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）
個人情報保護法第16条第２項
　個人情報取扱事業者は、合併その他の事由により他の個人情報取扱事業者から事業を承継することに伴って個人情報を取得した場合は、あらかじめ本人の同意を得ないで、承継前における当該個人情報の利用目的の達成に必要な範囲を超えて、当該個人情報を取り扱ってはならない。

ガイドライン
　個人情報取扱事業者が、合併、分社化、事業譲渡等により他の個人情報取扱事業者から事業の承継をすることに伴って個人情報を取得した場合であって、当該個人情報に係る承継前の利用目的の達成に必要な範囲内で取り扱う場合は目的外利用にはならず、本人の同意を得る必要はない。
　なお、事業の承継後に、承継前の利用目的の達成に必要な範囲を超えて、個人情報を取り扱う場合は、あらかじめ本人の同意を得る必要があるが、当該同意を得るために個人情報を利用すること（メールの送信や電話をかけること等）は、承継前の利用目的として記憶されていない場合でも、目的外利用には該当しない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）
個人情報保護法第35条
１　個人情報取扱事業者は、個人情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。
２　個人情報取扱事業者は、前項の目的を達成するために必要な体制の整備に努めなければならない。

ガイドライン
　個人情報取扱事業者は、個人情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。
　また、苦情の適切かつ迅速な処理を行うに当たり、苦情処理窓口の設置や苦情処理の手順を定める等必要な体制の整備に努めなければならない。もっとも、無理な要求にまで応じなければならないものではない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（参考）
個人情報保護法第18条第１項
　個人情報取扱事業者は、個人情報を取得した場合は、あらかじめその利用目的を公表している場合を除き、速やかに、その利用目的を、本人に通知し、又は公表しなければならない。

ガイドライン
　「本人に通知」とは、本人に直接知らしめることをいい、事業の性質及び個人情報の取扱状況に応じ、内容が本人に認識される合理的かつ適切な方法によらなければならない。　
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